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が、この関三刹寺院はいずれも関東の了庵派寺院であり、永平寺・總持寺・大乗寺・正法寺等の寺格の高い寺院から見ると逆転現象となっている。本稿は のうち下総総寧寺を取り上げ、如何にしてこの寺院が「天下大僧録」の地位を占めるようになったのか考察するものである。総寧寺は近江・掛川・笠間・関宿・国府台と寺基を移転しており、天正三年下総関宿に再興（当初乗安 として再興）されて ら年後慶長一七年には関三刹の地位を得ているが、わずか三十余年での何故なのか不明な点が多かった。筆者が注目した は次 二点である。まず武田勝頼領国内の曹洞宗 院 争論（大雄山輪住問題）では関三刹以前であった関宿総寧 （乗安 ）と龍穏寺に相談するに至っ おり、少なくとも関東了庵派や最乗寺に関する権限についてはすでに大きな影響力を有してい ことが確認された。次に天正から慶長年間 総寧寺の発展に貢献した巨海良達の代語・代語抄資料・史料を検討すると、これまで顧みられなか 事績 明らかになった。注目すべき点は玉縄大応 あ 巨海が秀吉の小田原攻めの際、玉縄で籠城して た北條氏勝を無血開城させたことである。そ 結果玉縄北條氏は大名として存続し、関東 入＊人文学部
 日本文化学科
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ず朝廷の権威の下 成立していた既存の体制から幕府側による僧録制度への転換がはかられたのであって、後水尾天皇の譲位の契機となった紫衣事件などもその象徴的な事件であった。こうした傾向は曹洞宗においても同様である。徳川家康は東海 一大名時代であっ 天正一一年一一月二八日、遠州可睡斎（
袋井市
）に対して三河・遠江・駿河・












































は掛川乗安寺再興として 出発であった。そしてそれから慶長一七年までの三七年間という短い期間で、寺号を変えて全国の曹洞宗寺院を総べる天下の大僧録 なって くの ある。しかし中世から大雄山を中心に大綱十二派が各門派の寺院 関東各地に展開しており 関東中央に位置する関宿に寺基を移してき 総寧寺が短期間に絶大なる権力を有したことは不思議なこと も思える。　
関三刹の成立は幕府が宗門的ヒエラルヒーを利用しながら巧みに全
国の曹洞宗寺院の統制をはかっていった宗教政策の一つ り、それぞれが担った役割は共通ではあるが、しかし大僧録 選定さ た条件は三ヶ寺の間で必ずしも同じではないように思われる。たとえば
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料である「下 総寧寺記」 「安国山雑誌」に具体的な説明 見出せ　
これらの総寧寺資料では通幻寂霊によって開かれた四箇道場の一と

























 、江戸貝塚青松寺隠居秀恕儀、近頃日本洞上聯燈録都合拾参冊致開板候、右は宗旨法系筋に而容易に開板難成事、殊享保七寅年御觸も之有之処、御奉行所江不相願並三箇寺江茂無其断及板行候事不埓に付 於御奉行所板木焼捨被仰渡聯燈録之儀は不残取集御奉行所江差上 様被仰付候間、上件之書所持之 院有之候
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） 、 原田弘道「 『日本洞上聯燈録』開板を遠る諸問題」 （ 『駒















に幕府寺社奉行四名の連署で「本末異論裁断之条々」において 龍穏寺と上州補陀寺との間の本末論争で、無極慧徹開山説を唱えて た関三刹側の龍穏寺の主張を退けた一件 あるが、 そ 三十年後 出た 『聯燈録』巻四では無極慧徹伝 個所において龍穏寺も上州補陀寺もならんで鼻祖（
初祖
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次第し、玄勝院の世代も開山学仲に続き、二世州翁、三世義翁、四世養室、五世巨海、六世万極と次第する。両寺院の三代の重なりは乗安寺から玄勝院への移行期であることを示しているとともに戦国末期東海・関東の政治状況を反映している いえ であろう。ま 総寧寺では通幻寂霊を開山として八世越翁、九世学仲、十世州翁、十一世義翁、十二世養室、十三世巨海、十四世万極となっており、乗安寺・玄勝院を引き継ぐ形となっている。この他相模天徳寺も在 宗宥を開山とし、桂堂 天叟、越翁と世代が続いており、こうした事例は戦乱期に寺基を移転していった 院の歴史的課題として検討を要するところである
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し失敗するも翌年再度出兵する。この時簗田藤政は佐竹・上杉謙信に救援を求めたのであるが、北條方は梁田救援軍 足並みの乱れに乗じ、関宿を包囲し総攻撃をかけると、簗田氏は佐竹氏の仲介を頼み関宿城を開城し、水海城へ退去してい 。これにより、簗田氏 関宿支配が終わり、 は北条直轄の軍事拠点 たのである。　
こうして天正初めにようやく関宿が北條方に落ちたとき、ほぼ同時





として関東の了庵派寺院の中 も大きな力を有していた。しかし天正三年に対岸の北條の関宿城内に乗安寺が 立され、総寧寺が大僧録となるとその末寺に組み込まれるに至る 、その過程におい 当然激い本末論争が展開されている。
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ては『巨海代』 ・ 『巨海代抄』 承応年間に刊行され、近年国語学における抄物研究の分野で中世口語資料としてこの代語抄が研究され（











































































































































































































































































































































































   16）。しかし天正
年間には の龍宝寺は大応寺であった可能性 高い。というのも『新編相模風土記稿』では龍宝寺所蔵文書を次のように引用して る（傍線は筆者） 。
貴老実山派嗣法之筋目仁而在仲派巨海和尚開基之大応仁、往着候得者、嗣法與宗派混乱之際、以其理一応、先寺中退出仁申定也、雖然與自老師良悦之相続歴然、難違乱問帰住之処不可有相違者此上者號龍宝寺仁被定置、根本如右実山派之法仁而、寺中興隆専
―　　―25
































後、玉縄城に楯籠り打死と思ひ極めしを大神君様の仰により、本田忠勝殿へ附属の士、弍人の内、松下三郎左衛門は、時の住職良達和尚の甥なりしをもて大神君様の上意を伝へ、良達、心を尽し終に氏勝を降参なさしめ 事は、玉縄城蹟 条に詳なり。 」 （傍線は筆者）とあって本多忠勝の配下の松下と巨海とが親戚関係であり、その縁から巨海が氏勝を説得したと伝えている。この巨海と松下との縁戚関係については『北條記』巻第六にも基づくものであろう。



















忠勝の項には「忠勝すなはち家臣都筑彌左衛門為政を玉縄にゆかしめ、為政政が淑父の僧了達をして城中にい 、城をまもりて功を遂むこともつともかたかるべきむねよく諭しければ、氏勝つゐに降りて城を渡す。 」とある記述がより正しく、松下ではなく都筑為政との縁戚関係 伝えている。また『新訂寛政重修諸家譜』巻八〇四の「都筑」（
第一三巻一七二頁
）を確認すると都筑家は次のような家系図となってい





















   17）。こうした氏勝が開城させるように説得できたのは菩提寺住職と




その入院時期は明らかでは い。しかし『巨海代』には「旦那九州陳（陣） 」 （
九丁裏
） ・ 「在仲忌」 （
一一丁裏























関宿に 菩提所として宗英寺が建立されている。そ 代語抄には「拶云、傑川宗英モ此ノ当鋒下ヲサヱ見届ケタラバ」とある。この康元の没年である慶長八年は、すでに巨海良達は示寂し おり、巨海の示寂年が相違するか、逆修 行われ のか、問題を含むのである
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現様お声がかり」等
）を強調することで寺門の興隆をはかっているのであ
り、従来の伝統的なヒエラルヒーを踏襲せず、あくまで幕府との関連性が重視されたのはいうまでもない。無論これらの関三刹は近世の幕藩体制の中で寺格向上をめざし、勧請開山の拡大解釈という手段をとっていくつかの本末論争をも引き起こすに至るが、やはり不徹底に終わったのであった。総寧寺における通幻寂霊開山説も幕藩体制下において創出された説であろうが、総寧寺が関三刹として選定されたのは巨海良達の事例に見たように、徳川家との直接的関係ではなく、北條氏・徳川氏と 一連の関係の上で大きな力を獲得し得たからであろう。すなわち天正一八年、家康 東海の一大名から転じて、江戸城機軸に関東の支配体制の基盤作りに成功したのは関東支配し いく当たって後北條氏 システムを利用することが政治的に 経済的にも有効な施策であり、それは寺院政策 おいても同 であった である。　
ところで既述のように巨海が総寧寺に入る以前の天正六年に武田勝
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